
若いファミリー層にこの西柴に移り住んでもらうために、
私たち住民にできることはあるのでしょうか？　

建築協定の内容を工夫して
移住者を増やすことはできないでしょうか？

未来のまちへ

建物の用途の
多様化を考える
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若
い
世
代
も
住
め
る
ま
ち
へ

　

環
境
に
恵
ま
れ
子
育
て
に
も
適
し
て

い
る
の
で
、
こ
の
地
に
住
み
た
い
と
い
う

声
も
聞
か
れ
ま
す
が
、
若
い
フ
ァ
ミ
リ
ー

層
が
こ
の
西
柴
に
住
居
を
求
め
ら
れ
な

い
の
は
、
古
家
か
新
築
か
を
問
わ
ず
一
戸

当
た
り
多
額
の
購
入
費
用
を
要
す
る
こ

と
だ
と
の
指
摘
が
あ
り
ま
す
。
で
は
良

好
な
賃
貸
住
宅
を
用
意
し
て
若
い
フ
ァ

ミ
リ
ー
層
に
住
ん
で
も
ら
う
の
は
ど
う

で
し
ょ
う
？

　

住
居
専
用
地
域
の
賃
貸
住
宅
と
し

て
は
戸
建
住
宅
の
ほ
か
に
、
長
屋
、
共

同
住
宅
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
当
協
定
区

域
で
は
長
屋
は
建
て
ら
れ
ま
す
が
、
共

同
住
宅
は
用
途
制
限
に
よ
り
建
て
ら
れ

ま
せ
ん
。

　

今
号
で
は
建
物
の
用
途
に
制
限
が
あ

る
の
は
な
ぜ
か
、
多
様
な
世
代
が
住
め

る
ま
ち
に
は
ど
ん
な
用
途
の
建
物
が
必

要
な
の
か
を
考
え
、
建
築
協
定
を
見
直

す
際
の
一つ
の
視
点
を
提
供
し
ま
す
。

　

あ
わ
せ
て
、「
住
ま
い
の
終
活
ノ
ー
ト
」

の
話
題
も
取
り
上
げ
、
皆
さ
ん
と
と
も

に
こ
の
ま
ち
の
将
来
に
つ
い
て
考
え
ま

す
。

建
物
の
用
途
と
建
築
制
限

　

建
物
の
用
途
に
は
、
住
宅
系
、
店
舗

系
、
事
務
所
系
、
ホ
テ
ル
・
旅
館
系
、

遊
戯
・
風
俗
系
、
公
共
施
設
・
学
校
系
、

工
場
・
倉
庫
系
な
ど
の
種
類
が
あ
り
、

ど
こ
に
ど
の
程
度
の
ど
ん
な
建
物
が
建

て
ら
れ
る
の
か
、
建
築
基
準
法
に
よ
る

制
限
が
あ
り
ま
す
。
建
物
の
用
途
制
限

は
、公
共
の
安
全
や
都
市
計
画
の
実
現
、

建
物
や
周
辺
地
域
の
快
適
な
生
活
環
境

の
確
保
な
ど
の
た
め
に
設
け
ら
れ
て
い

る
と
さ
れ
、
用
途
地
域
と
表
裏
一
体
の

関
係
に
あ
り
ま
す
。

　

用
途
地
域
に
つ
い
て
は
「
建
築
協

定
だ
よ
り
」
２
号
で
紹
介
い
た
し
ま

し
た
。
都
市
計
画
法
に
よ
る
用
途
地

域
に
基
づ
い
て
、
建
て
ら
れ
る
建
築

物
の
用
途
が
建
築
基
準
法
で
制
限
さ

れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
当
建
築
協
定
区

域
で
は
、
私
た
ち
が
決
め
た
建
築
協
定

に
よ
っ
て
建
築
物
の
用
途
制
限
が
加
わ

り
ま
す
。
表
３

–

１
は
こ
れ
ら
２
つ
の

用
途
制
限
の
対
比
表
で
す
。
建
築
基
準

法
に
よ
る
用
途
制
限
は
「
法
に
よ
る
用

途
制
限
」、
建
築
協
定
に
よ
る
用
途
制

限
は
「
協
定
に
よ
る
用
途
制
限
」
と
分

け
て
考
え
て
く
だ
さ
い
。
建
築
協
定
に

よ
る
用
途
制
限
は
法
に
よ
る
用
途
制
限

の
上
に
作
っ
た
厳
し
い
制
限
で
す
。

　

当
自
治
会
区
域
は
住
居
地
域
で
す
の

で
、
建
物
の
用
途
は
、
住
宅
系
、
店
舗

系
、
公
共
施
設
・
学
校
系
に
限
ら
れ
ま

す
。
事
務
所
系
、
ホ
テ
ル
・
旅
館
系
、

遊
戯
・
風
俗
系
、
工
場
・
倉
庫
系
の
建

物
は
建
築
で
き
ま
せ
ん
。

テ
ー
マ 

１

用途地域ってなに？
　土地利用の区分のことです。都市計画では都市
を住宅地、商業地、工業地などいくつかの種類に
区分して、これを「用途地域」として定め、その
地域に建てられる建物の種類や、建物の用途に
制限（ルール）を設けています（国土交通省 HP
参照）。当自治会区域には「第１種低層住居専用
地域」と「第１種中高層住居専用地域」および「第
１種住居地域」の３種類の用途地域があります。

第１種低層住居専用地域
低層住宅のための地域で、
主として戸建て住宅エリアです。

第１種中高層住居専用地域
中高層住宅のための地域で、
500㎡までの店が建てられます。

第１種住居地域
住居の環境を守るための地域で、
3,000㎡までの店舗等が
建てられます。

イラスト：国土交通省ホームページ＜土地の使い方と建物の立て方のルールの話＞より

「建築協定だよ
り」２号より

建
物
の
用
途
っ
て

な
に



法
に
よ
る
用
途
制
限
と

協
定
に
よ
る
用
途
制
限
の
違
い

　

表
３

–

１
を
見
て
い
た
だ
く
と
、
違

い
が
い
く
つ
か
見
つ
か
り
ま
す
。

　

住
宅
系
を
見
る
と
、
法
に
よ
る
制
限

で
は
住
宅
・
共
同
住
宅
・
寄
宿
舎
・
下

宿
・
長
屋
・
兼
用
住
宅
は
い
ず
れ
の
用

途
地
域
で
も
建
築
が
可
能
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
一
方
、協
定
に
よ
る
制
限
で
は
、

住
宅
系
で
建
て
ら
れ
る
住
宅
と
し
て
共

同
住
宅
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。ま
た
、

公
共
施
設
・
学
校
系
を
見
る
と
、
法
に

よ
る
制
限
で
は
幼
稚
園
～
中
学
校
～
病

院
～
大
学
～
神
社
～
公
衆
浴
場
～
診
療

所
な
ど
多
岐
わ
た
っ
て
建
て
ら
れ
る
用

途
が
列
挙
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
協
定
の

建
築
可
能
リ
ス
ト
に
は
神
社
・
公
衆
浴

場
な
ど
は
見
当
た
り
ま
せ
ん
。

3

注１　兼用住宅：非住宅部分の床面積が、50㎡以下かつ建築物の延べ面積の 1/2 未満のもの。
注 2　サービス業用店舗（日用品販売店・食堂・喫茶店・理髪店及び建具屋等）、物品販売店舗、飲食店、損保代理店、銀行
         の支店、宅地建物取引業　者等のサービス業用店舗のみ。いずれも２階以下。
注 3　新築工事完了日から 5 年以上経過した建築物を当該用途に変更したもの。宿泊室又は寝室の数が 8 室以下、宿泊室等
         の床面積が 7㎡以上、床面積合計 200㎡未満。
注 4　住戸数、３戸以下、各住戸の床面積はそれぞれ 50㎡以上。
注 5　床面積の合計が 500㎡未満。

テ
ー
マ 

２

建 物 の 用 途
用　途　地　域

第一種低層住居専用地域 第一種中高層住居専用地域 第一種住居地域

建築基準法 西柴建築協定 建築基準法 西柴建築協定 建築基準法 西柴建築協定

① 住宅

戸建て住宅 ○ ○ ○ ○ ○ ○

共同住宅 ○ × ○ × ○ ×

寄宿舎・下宿 ○ △（注3） ○ △（注3） ○ △（注3）

長屋 ○ △（注4） ○ △（注4） ○ △（注4）

兼用住宅（注１） ○ 〇 ○ 〇 ○ 〇

② 店舗等

床面積 150㎡以下 × × △（注２） × ○ ×

床面積 150㎡超～ 500㎡以下 × × △（注２） × ○ ×

床面積 500㎡超～ 1,500㎡以下 × × × × ○ ×

床面積 1,500㎡超～ 3,000㎡以下 × × × × ○ ×

③ 公共施設・　
学校等

幼稚園・小学・中学校・高等学校 ○ △（注５） ○ △（注５） ○ △（注５）
病院・大学・高等専門学校・

専修学校等 × × ○ × ○ ×

神社・寺院・教会・公衆浴場 ○ × ○ × ○ ×

診療所 ○ ○ ○ ○ ○ ○

保育所・老人ホーム・福祉ホーム ○ △（注５） ○ △（注５） ○ △（注５）

表3-1  建築基準法（第４８条別表２）と西柴建築協定の建築物の制限の違い

共
同
住
宅
を

考
え
る
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神
社
や
公
衆
浴
場
は
と
も
か
く
と
し

て
、
法
に
よ
る
制
限
と
協
定
に
よ
る
制

限
の
違
い
で
目
立
つ
の
は
共
同
住
宅
の

扱
い
で
す
。 

集
合
住
宅
・
共
同
住
宅
・
長
屋

　

当
建
築
協
定
で
は
、
長
屋
（
テ
ラ
ス

ハ
ウ
ス
）
は
建
て
ら
れ
ま
す
が
共
同
住

宅
は
建
て
ら
れ
ま
せ
ん
。
似
た
よ
う
な

も
の
に
思
え
ま
す
が
建
築
基
準
法
で
は

別
の
用
途
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

共
同
住
宅
は
集
合
住
宅
の
一
つ
で

す
。
マ
ン
シ
ョ
ン
や
ア
パ
ー
ト
な
ど
、

１
つ
の
建
物
に
２
つ
以
上
の
世
帯
が
住

め
る
住
宅
で
、
階
段
や
廊
下
な
ど
居
住

者
が
皆
で
利
用
す
る
共
用
部
分
と
各
世

帯
の
住
居
専
用
部
分
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。
一
方
、
長
屋
も
集
合
住
宅
の

一
つ
で
す
が
、
階
段
や
廊
下
な
ど
共
用

部
分
が
な
く
、
２
つ
以
上
の
世
帯
が
専

用
の
出
入
り
口
を
も
つ
構
造
の
住
宅
を

指
し
ま
す
。

長
屋
と
共
同
住
宅

　

長
屋
と
共
同
住
宅
の
違
い
は
、
共
同

長屋と共同住宅のちがいとは？

界壁に区切られてそれぞれが1・2階を占有する

共用のエントランスと廊下を通って各居室へ

共同住宅1階（2戸の住居）

長屋1階

共同住宅2階（2戸の住居）
共用スペース

長屋２階

ポイント

棟割長屋形式の2戸長屋

4戸の共同住宅

原図：HKさん作製
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で
利
用
す
る
廊
下
や
階
段
、
出
入
り
口

が
あ
る
か
な
い
か
で
す
。
同
じ
屋
根
の

下
で
２
世
帯
以
上
が
暮
ら
す
と
い
う
点

で
は
違
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
は
当
建

築
協
定
に
集
合
住
宅
の
一
つ
で
あ
る
共

同
住
宅
の
記
載
が
な
い
の
は
な
ぜ
で
し

ょ
う
か
？　
「
西
柴
団
地
自
治
会
地
区

建
築
協
定
の
判
断
基
準
」（
平
成
29
年

４
月
８
日
本
部
会
承
認
）
に
は
、「
共

同
住
宅
は
建
築
で
き
な
い
。」
と
結
論

だ
け
が
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
共
同
住

宅
に
つ
い
て
議
論
し
た
記
録
が
見
当
た

り
ま
せ
ん
の
で
、
共
同
住
宅
が
協
定
か

ら
除
外
さ
れ
た
理
由
は
わ
か
り
ま
せ
ん

が
、「
共
同
住
宅
は
論
外
」
と
い
う
予

断
が
当
初
か
ら
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　

共
同
住
宅
の
建
築
に
否
定
的
な
意
見

が
み
ら
れ
る
の
は
、
主
と
し
て
単
身
者

向
け
ア
パ
ー
ト
へ
の
抵
抗
感
が
あ
る
た

め
と
思
わ
れ
ま
す
。
都
市
圏
で
は
ワ
ン

ル
ー
ム
マ
ン
シ
ョ
ン
に
さ
ま
ざ
ま
な
規

制
を
設
け
て
い
ま
す
が
、
こ
の
規
制
の

背
景
に
は
一
概
に
は
言
え
な
い
も
の

の
、ネ
ッ
ト
上
の
情
報
を
総
合
す
る
と
、

居
住
者
の
マ
ナ
ー
や
、
周
囲
の
住
環
境

の
悪
化
、
近
隣
住
民
と
の
ト
ラ
ブ
ル
、

ま
た
行
政
サ
イ
ド
か
ら
は
地
域
活
動
の

低
下
や
住
民
税
収
入
が
期
待
で
き
な
い

な
ど
の
指
摘
が
あ
る
よ
う
で
す
。
こ
の

よ
う
な
背
景
が
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
で
報
じ

ら
れ
、
ワ
ン
ル
ー
ム
マ
ン
シ
ョ
ン
へ
の

抵
抗
感
を
生
み
出
す
一
因
に
な
っ
て
い

る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

一
方
、
先
の
「
西
柴
団
地
自
治
会
地

区
建
築
協
定
の
判
断
基
準
」
で
は
、
新

た
な
用
途
と
し
て
長
屋
を
加
え
た
理
由

を
「
協
定
の
意
図
は
、
敷
地
の
分
割
を

行
う
こ
と
な
く
低
価
格
の
住
宅
供
給
を

促
し
若
年
層
の
流
入
を
図
る
こ
と
に
あ

る
。
50
㎡
以
上
、
戸
数
３
以
下
と
し
た

の
は
、
ア
パ
ー
ト
の
よ
う
な
単
身
世
帯

向
け
共
同
住
宅
に
類
似
し
た
建
築
物
が

建
て
ら
れ
る
の
を
避
け
る
た
め
で
あ

る
。」
と
説
明
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
へ
の
若
い
定
住
者
を
増
や
し
て

い
く
と
い
う
観
点
か
ら
考
え
る
と
、
フ
ァ

ミ
リ
ー
世
帯
向
け
の
共
同
住
宅
や
長
屋

に
限
れ
ば
、
両
者
の
扱
い
を
区
別
す
る

こ
と
に
疑
問
が
残
り
ま
す
。
当
建
築
協

定
で
は
長
屋
の
一
戸
当
た
り
の
床
面
積

は
50
㎡
以
上
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

フ
ァ
ミ
リ
ー
層
を
想
定
し
た
床
面
積
で

す
。
こ
の
取
り
決
め
を
応
用
す
れ
ば
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
向
け
の
共
同
住
宅
を
こ
の

地
域
で
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

当
建
築
協
定
区
域
の
平
均
敷
地
面
積

は
、
建
築
協
定
だ
よ
り
２
号
で
お
示
し

し
た
と
お
り
、
約
２
２
０
㎡
で
す
。
こ

の
敷
地
面
積
に
賃
貸
用
の
住
宅
建
築
を

想
定
し
た
場
合
、
廊
下
や
階
段
、
出
入

り
口
な
ど
を
共
用
に
す
る
と
一
戸
当
た

り
の
居
住
面
積
が
狭
く
な
る
の
で
、
こ

の
点
で
は
共
同
住
宅
よ
り
長
屋
の
方
が

合
理
的
だ
と
の
専
門
家
の
見
解
も
あ
り

ま
す
。

建
物
の
用
途
の
多
様
化
を

も
う一歩
進
め
て
は

　

戸
建
の
住
宅
団
地
は
新
陳
代
謝
が
少

な
く
高
齢
化
し
や
す
い
と
専
門
家
が
指

摘
し
て
い
ま
す
。
若
い
フ
ァ
ミ
リ
ー
層

が
多
額
の
費
用
を
必
要
と
し
な
い
住
宅

へ
移
住
し
、
年
を
経
て
地
域
の
別
の
住

宅
に
移
り
住
む
と
い
う
サ
イ
ク
ル
が
ま

ち
の
若
返
り
に
つ
な
が
り
ま
す
。
こ
う

し
た
ま
ち
が
若
返
る
き
っ
か
け
と
し
て
、

建
物
の
用
途
の
多
様
化
を
考
え
る
と
す

る
と
、
住
居
系
で
は
唯
一
、
共
同
住
宅

が
実
現
性
の
あ
る
新
た
な
用
途
と
し
て

残
っ
て
い
ま
す
。
長
屋
も
、
店
舗
兼
用

住
宅
も
、
診
療
所
も
、
学
習
塾
も
、
寄

宿
舎
も
、
老
人
ホ
ー
ム
も
現
在
の
建
築
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協
定
で
は
建
築
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

問
題
は
こ
れ
ら
の
用
途
の
建
築
物
を

誰
が
建
て
る
か
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

現
在
の
第
五
次
建
築
協
定
で
新
た
に

加
わ
っ
た
用
途
と
し
て
実
現
し
た
の
は

長
屋
１
棟
で
あ
っ
た
こ
と
は
「
建
築
協

定
だ
よ
り
」
１
号
で
ご
報
告
し
ま
し
た
。

　

若
い
世
帯
向
け
の
賃
貸
用
長
屋
の
建

築
に
公
的
な
補
助
金
な
ど
の
支
援
は
あ

り
ま
せ
ん
。
自
宅
の
建
築
と
違
っ
て
、

こ
れ
ら
の
用
途
の
建
物
は
投
資
が
必
要

と
な
り
、
そ
の
事
業
を
行
う
か
否
か
は

個
々
の
土
地
所
有
者
の
判
断
に
任
さ
れ

て
い
ま
す
。
今
居
住
し
て
い
る
住
民
が

努
力
す
れ
ば
誰
で
も
実
現
で
き
る
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
外
部
の
事
業
者
の

投
資
を
呼
び
込
む
た
め
に
も
、
せ
め
て

建
物
の
用
途
の
多
様
化
を
も
う
一
歩
進

め
る
議
論
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

さ
ら
に
、
若
い
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
に
移

り
住
ん
で
も
ら
う
事
業
と
と
も
に
、
今

住
ん
で
い
る
高
齢
者
が
住
み
続
け
ら
れ

る
環
境
づ
く
り
も
課
題
で
す
。
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
型
の
店
舗
や
福
祉
施
設
は
現

在
の
建
築
協
定
で
建
築
可
能
な
用
途
の

建
物
で
す
。

　

郊
外
型
住
宅
団
地
の
再
開
発
事
業
が

マ
ス
コ
ミ
で
報
じ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
が
、
事
業
主
体
は
お
お
む
ね
旧
日

本
住
宅
公
団
（
現
・
U
R
都
市
機
構
）

や
大
手
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
で
す
。
こ
れ
ら

は
社
有
地
を
中
心
に
再
開
発
し
て
近
隣

を
含
め
て
ま
ち
の
活
性
化
を
図
る
と
い

う
構
図
で
す
。

　

一
方
で
、
町
内
会
や
商
店
街
、
行
政
、

地
元
の
大
学
・
私
鉄
・
不
動
産
事
業
者

な
ど
が
共
同
し
て
ま
ち
の
活
性
化
事
業

に
取
り
組
む
事
例
も
み
ら
れ
ま
す
。
こ

の
場
合
は
大
き
な
資
本
を
投
下
す
る
事

業
主
体
は
な
く
、
地
元
の
諸
団
体
の
メ

ン
バ
ー
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
的
事
業

で
、
目
覚
ま
し
い
ま
ち
の
変
化
は
す
ぐ

に
は
生
ま
れ
ま
せ
ん
。

　

当
協
定
区
域
は
平
均
２
２
０
㎡
の
小

規
模
な
宅
地
所
有
者
の
集
合
体
（
お
よ

そ
１
６
０
０
戸
）
で
す
。
こ
れ
だ
け
の

大
所
帯
の
一
戸
ご
と
を
対
象
に
、
若
い

フ
ァ
ミ
リ
ー
層
に
こ
の
西
柴
に
住
ん
で

も
ら
う
と
い
う
事
業
を
展
開
す
る
の
は

大
手
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
の
手
に
余
る
事
業

と
思
わ
れ
、
後
者
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
的

事
業
と
し
て
取
り
組
む
方
法
が
想
定
さ

れ
ま
す
。

　

事
業
主
体
と
い
う
と
組
織
的
な
活
動

を
イ
メ
ー
ジ
し
ま
す
が
、
き
れ
い
な
街

並
み
を
維
持
し
て
い
く
住
民
個
々
の
目

に
見
え
な
い
日
頃
の
作
業
が
ベ
ー
ス
と

な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
日
常
作
業
が

あ
っ
て
こ
そ
、
若
い
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
に

こ
の
西
柴
に
住
ん
で
も
ら
う
と
い
う
事

業
が
成
り
立
ち
ま
す
。

　

ま
た
、「
建
築
協
定
だ
よ
り
」
１
号

で
ご
報
告
し
た
と
お
り
、
当
自
治
会
区

域
に
６
年
間
で
約
１
０
０
戸
の
新
築
家

屋
が
で
き
て
お
り
、
そ
の
う
ち
30
戸
は

事
業
者
が
建
て
た
も
の
で
す
（
い
わ
ゆ

る
建
売
住
宅
）。
街
並
み
や
住
民
の
新

陳
代
謝
の
約
30
％
は
外
部
の
事
業
者
の

投
資
に
よ
る
も
の
で
す
の
で
、
こ
う
し

た
事
業
者
も
事
業
主
体
の
一
つ
で
す
。

　　
　

事
業
の
主
体
は

だ
れ

テ
ー
マ 

３

表
第五次協定発効後の建築計画の届出数 建築主が個人・事業者の件数と割合

建築計画の届出 参考（域内区画数） 個人 事業者 計

届出数 ％ 区画（戸） ％ 届出数 ％ 届出数 ％ 届出数 ％

自治会区域 109 100.0 1612 100.0 78 71.6 31 28.4 109 100.0 

　協定区域 107 98.2 1456 90.3 76 71.0 31 29.0 107 100.0 

　　
加入地 79 72.5 1216 75.4 61 77.2 18 22.8 79 100.0 

隣接地 28 25.7 240 14.9 15 53.6 13 46.4 28 100.0 

　　協定区域外 2 1.8 156 9.7 2 100.0 0.0 2 100.0 

建築計画の届出数は２０２２年６月４日現在

「建築協定だよ
り」1号より
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当
建
築
協
定
区
域
で
は
住
民
の
高
齢

化
と
空
き
家
の
増
加
が
ほ
ぼ
確
実
に
進

行
し
て
い
き
ま
す
。
日
本
全
国
で
こ
う

し
た
傾
向
が
強
ま
っ
て
い
る
た
め
、
地

方
自
治
体
で
さ
ま
ざ
ま
「
住
ま
い
の
終

活
」
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
作
ら
れ
て
い
ま

す
。
神
奈
川
県
で
も
『
空
き
家
に
し
な

い
「
わ
が
家
」
の
終
活
ノ
ー
ト
』
を
発

行
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
住
宅
地
の
空
き
家
・
土
地
の

活
用
案
と
し
て
、
大
手
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ

ー
は
お
お
む
ね
５
つ
の
選
択
肢
（
①
リ

フ
ォ
ー
ム
し
て
賃
貸
す
る
、
②
共
同
住

宅
を
建
築
す
る
、
③
自
宅
併
用
賃
貸
を

建
築
す
る
、
④
建
物
を
解
体
し
駐
車
場

と
す
る
、
⑤
土
地
を
売
却
す
る
）
を
想

定
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
し
、
長
所
や
短
所
を
提
示
す
る

営
業
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
専
門
事
業
者
に
知
恵
を
借
り
る
方
法

も
あ
り
ま
す
。

　

個
人
の
家
の
行
く
末
は
、
所
有
者
ご

本
人
や
相
続
人
以
外
は
口
出
し
が
で
き

ま
せ
ん
。
空
き
家
の
ま
ま
に
す
る
か
、

誰
か
に
住
ん
で
も
ら
う
か
は
ご
本
人
た

ち
の
専
断
事
項
で
す
。
実
家
の
行
く
末

に
悩
み
、
ど
う
す
べ
き
か
逡
巡
す
る
ご

家
族
の
話
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。
即
決

で
き
な
い
重
い
テ
ー
マ
で
は
あ
り
ま
す

が
、
ま
ち
の
活
性
化
と
い
う
観
点
か
ら

ぜ
ひ
「
空
き
家
に
し
な
い
」
配
慮
を
お

願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。『
空
き
家

に
し
な
い
「
わ
が
家
」
の
終
活
ノ
ー
ト
』

に
は
、
そ
の
際
の
判
断
や
手
続
き
の
助

住
ま
い
の
終
活
　

空
き
家
に
し
な
い

配
慮

テ
ー
マ 

４
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け
と
な
る
た
く
さ
ん
の
情
報
が
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

各
個
人
の
「
空
き
家
に
し
な
い
」
配

慮
が
集
合
し
て
、
建
築
協
定
の
よ
う
に

集
団
的
な
配
慮
が
形
成
さ
れ
れ
ば
、
当

地
区
の
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
礎
と

な
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
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